
 

令和３年９月  

新  潟  県  

 

平成 24 年度県内全域バックグラウンド調査における阿賀野市と阿賀町の土壌の測定結果について 
 

１．はじめに 

新潟県では、県内の生活環境における空間線量率や河川水、土壌などの環境試料中の放射性物

質の平常時のデータを把握することを目的に、県内全域を対象に平成 24 年度からバックグラウ

ンド調査を開始した。 

このたび、令和３年度末のバックグラウンド調査の終了にあたり、結果のとりまとめを行って

いた際に、調査項目の「土壌」において次に示す核種分析結果に明らかな傾向の違いが認められ

た。そのため、当時の試料の取り違えを疑うとともに、分析結果の取り扱いを検討した。 

 

２．当該土壌の分析結果 

取り違えが疑われた分析結果は以下のとおりである。 
 

表 阿賀野市及び阿賀町の土壌の核種分析結果（単位：Bq/kg 乾） 

地 点 名 採取年月日 

核 種 名 

Cs-134 Cs-137 K-40 
Th-232 系列 

(Ac-228) 

U-238 系列 

（Bi-214) 

阿賀野市 

H24.11.16 17  30  870  36  26  

H25.10.18 ND(<1.1 ) ND(<0.71) 900  45  48  

H26.7.3 ND(<0.75) ND(<0.75) 950  46  40  

H27.9.28 ND(<0.82) 2.0  960  62  39  

H28.8.1 ND(<0.86) 0.79  950  51  45  

阿 賀 町 

H24.11.20 ND(<1.2 ) 0.78  940  52  50  

H25.10.18 9.3  23  870  32  23  

H26.7.3 6.8  20  870  35  25  

H27.9.28 5.5  23  880  33  23  

H28.8.1 2.8  16  890  34  28  
    ND(< ) 内の数値は検出下限値 

 

平成 24 年度の阿賀野市と阿賀町の測定結果は、Cs-134、Cs-137、K-40、Th-232 系列及び U-238

系列の全てにおいて、同地点の平成 25～28 年度の傾向と異なり、他方の地点の平成 25～28 年度

と同じ傾向であった。また、裏面に示した時系列変化図のとおり、平成 24 年度の阿賀野市と阿

賀町の測定結果を入れ替えると、核種の半減期による減衰の状況等が確認できるようになった。 

なお、平成 25 年度以降の土壌試料は取り違えがないことを確認している。 

以上のことから、平成 24 年度の当該２地点の取り違えがあったものと判断した。 

 

３．分析結果の取り扱い等について 

バックグラウンド調査結果報告書について、平成 24 年度の阿賀野市と阿賀町の測定結果を入

れ替えて修正するとともに、取り違えがあったことについて注釈を付すこととする。 

なお、令和３年度末のバックグラウンド調査の終了にあたり、10年間の調査結果をとりまとめ

ているが、同様な誤りがないことを今後、改めて確認することとしている。  

参考資料No.2 



 

 修正前 修正後（H24 を入れ替え） 

Cs-134 

【半減期 

2.1 年】 

  

Cs-137 

【半減期 

30 年】 

  

K-40 

【半減期

1.3×109

年】 

  

Th-232 系列 

(Ac-228) 

【半減期

1.4×1010

年】 

  

U-238 系列 

(Bi-214) 

【半減期

4.5×109

年】 

  

図 平成 24～28 年度の阿賀野市及び阿賀町の土壌の時系列変化図（単位：Bq/kg 乾） 

※検出下限値未満については検出下限値をプロットした。点線は近似曲線（指数近似） 
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平成 24 年度 県内全域バックグラウンド調査結果 新旧対照表 

※修正部は赤字下線とした。 

新 旧 備考 

-p21-（訂正箇所のみ抜粋） -p21-（訂正箇所のみ抜粋）  

表6 土壌の核種分析結果 （単位：Bq/kg乾）

54Mn 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs 144Ce
214Bi
U系列

228Ac
Th系列

7Be 40K

阿賀野市 平成24.11.16 * * * *   0.78 *   50   52 *   940

阿賀町 平成24.11.20 * * *  17  30 *   26   36 *   870

粟島浦村 平成24. 9.24 * * * *   1.9 *    1.8    5.2 *   150

（注）１　検出下限値（削除）未満は*とした。
　　　２　阿賀野市と阿賀町の土壌試料は取り違えがあったと判断したため、測定結果の入れ替えを行った。

採 取 地 点 採取年月日 備　　　考

人　工　放　射　性　核　種 自然放射性核種

 

表6 土壌の核種分析結果 （単位：Bq/kg乾）

54Mn 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs 144Ce
214Bi
U系列

228Ac
Th系列

7Be 40K

阿賀野市 平成24.11.16 * * *  17  30 *   26   36 *   870

阿賀町 平成24.11.20 * * * *   0.78 *   50   52 *   940

粟島浦村 平成24. 9.24 * * * *   1.9 *    1.8    5.2 *   150

（注）　検出下限値は未満は*とした。

採 取 地 点 採取年月日

人　工　放　射　性　核　種 自然放射性核種

備　　　考

 

･土壌試料の取

り違えがあった

と判断したこと

による訂正 
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平成 24～28 年度 県内全域バックグラウンド調査結果 新旧対照表（1/3） 

※修正部は赤字下線とした。 

新 旧 備考 

-p20- 

（ウ）地点別の測定結果（人工放射性核種） 

セシウム 137 の地点別平均値は、検出下限値未満 ～ 50 Bq/kg

乾の範囲であった。平均値の上位 10 地点は、順に魚沼市、南魚沼

市、阿賀町、（削除）津南町、湯沢町、関川村、十日町市、糸魚川

市、小千谷市、三条市であった。 

-p20- 

（ウ）地点別の測定結果（人工放射性核種） 

セシウム 137 の地点別平均値は、検出下限値未満 ～ 50 Bq/kg

乾の範囲であった。平均値の上位 10 地点は、順に魚沼市、南魚沼

市、阿賀町、阿賀野市、津南町、湯沢町、関川村、十日町市、糸魚

川市、小千谷市であった。 

 

･土壌試料の取

り違えがあった

と判断したこと

による訂正 

 

※ 値の修正に

より平均値も変

更されたため、

阿賀野市は上位

10 地点から外

れ、三条市が繰

り上がって追加

された。 

-p30-（訂正箇所のみ抜粋） 
表Ⅳ－７　土壌の核種分析結果（セシウム134及びセシウム137）

(4)下越・佐渡地域

採 取 地 点 人工放射性核種 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 最低値 最高値 平均値

Cs-134     *     *     *     *     * *     *     *

Cs-137    0.78     *     *    2.0    0.79 *    2.0    1.2

Cs-134   17    9.3    6.8    5.5    2.8 2.8   17    8.3

Cs-137   30   23   20   23   16   16   30   22

Cs-134   10    4.9    3.9    3.1    2.5

Cs-137    5.2    6.0    6.0    5.9    4.8

(注) 1 検出下限値未満は、*とした。

     2 平均値は、検出下限値未満を除いて算出した。

     3 24年度の阿賀野市と阿賀町の土壌試料は取り違えがあったと判断したため、結果の入れ替えを行った。

（単位：Bq/kg乾）

阿 賀 野 市

阿 賀 町

平 均 値

 

-p30-（訂正箇所のみ抜粋） 
表Ⅳ－７　土壌の核種分析結果（セシウム134及びセシウム137）

(4)下越・佐渡地域

採 取 地 点 人工放射性核種 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 最低値 最高値 平均値

Cs-134   17     *     *     *     * *   17   17

Cs-137   30     *     *    2.0    0.79 *   30   15

Cs-134     *    9.3    6.8    5.5    2.8 *    9.3    6.1

Cs-137    0.78   23   20   23   16    0.78   23   16

Cs-134   10    4.9    3.9    3.1    2.5

Cs-137    5.2    6.0    6.0    5.9    4.8

(注) 1 検出下限値未満は、*とした。

     2 平均値は、検出下限値未満を除いて算出した。

平 均 値

阿 賀 町

阿 賀 野 市

（単位：Bq/kg乾）

 

 

･土壌試料の取

り違えがあった

と判断したこと

による訂正 
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平成 24～28 年度 県内全域バックグラウンド調査結果 新旧対照表（2/3） 

 

※修正部は赤字下線とした。 

新 旧 備考 

-p49～50- 

（５）1F 事故由来のセシウム 137 とそれ以外のセシウム 137 の試算 

［省略］ 

５試料中４試料以上からセシウム 134 が検出された９市町村（魚

沼市、南魚沼市、津南町、湯沢町、阿賀町、関川村、十日町市、小

千谷市、三条市）のセシウム 137 の地点別平均値は 4.9 ～ 50 Bq/kg

乾であるが、1F事故由来以外のセシウム137の地点別平均値は0 ～ 

2.9 Bq/kg 乾の範囲と試算された。 

（削除） 

 

-p49～50- 

（５）1F 事故由来のセシウム 137 とそれ以外のセシウム 137 の試算 

［省略］ 

５試料中４試料以上からセシウム 134 が検出された９市町村（魚

沼市、南魚沼市、津南町、湯沢町、阿賀町、関川村、十日町市、小

千谷市、三条市）のセシウム 137 の地点別平均値は 4.9 ～ 50 Bq/kg

乾であるが、1F事故由来以外のセシウム137の地点別平均値は0 ～ 

2.9 Bq/kg 乾の範囲と試算された。 

阿賀野市は、平成 24 年度に特異的に大きい値（セシウム 134 が

17 Bq/kg 乾、セシウム 137 が 30 Bq/kg 乾）が検出されているが、

1F 事故由来以外のセシウム 137 は 2.0 Bq/kg 乾と試算され、セシ

ウム 137 のほとんどが 1F事故由来と考えられた。 

 

 

･土壌試料の取

り違えがあった

と判断したこと

による訂正 

 

-p56-（訂正箇所のみ抜粋） 

Cs-134 Cs-137 セシウム比 Cs-134 Cs-137 セシウム比 最低値 最高値 平均値

村上市

新発田市

聖籠町    2.5    4.2    0.60

関川村    7.8    6.8    1.14   10    9.9    1.06    1.00    1.14 1.05

阿賀町   29   31    0.93   22   24    0.93    0.93    1.00 0.95

（注）1 バックグラウンド調査でセシウム134とセシウム137の両方が検出された試料のみを示した。

      2 測定値は、全て平成23年3月15日時点に補正した。

      3 セシウム比は、端数処理により表の数値から求めた値と一致しない場合がある。

      4 ４試料以上からセシウム134が検出された市町村をゴシック太字で示した。

      5 セシウム比の最低値、最高値及び平均値は、４試料以上からセシウム134が検出された市町村のみ計算した。

      6 24年度の阿賀野市と阿賀町の土壌試料は取り違えがあったと判断したため、結果の入れ替えを行った。

下越・佐渡地
域

（削除）

表Ⅵ－３　土壌から検出されたセシウム134とセシウム137の関係

（単位：Bq/kg乾）

地域 採取地点
24年度 25年度 セシウム比

 

-p56-（訂正箇所のみ抜粋） 

Cs-134 Cs-137 セシウム比 Cs-134 Cs-137 セシウム比 最低値 最高値 平均値

村上市

新発田市

聖籠町    2.5    4.2    0.60

関川村    7.8    6.8    1.14   10    9.9    1.06    1.00    1.14 1.05

阿賀野市   29   31    0.93

阿賀町   22   24    0.93    0.93    1.00 0.95

（注）1 バックグラウンド調査でセシウム134とセシウム137の両方が検出された試料のみを示した。

      2 測定値は、全て平成23年3月15日時点に補正した。

      3 セシウム比は、端数処理により表の数値から求めた値と一致しない場合がある。

      4 ４試料以上からセシウム134が検出された市町村をゴシック太字で示した。

      5 セシウム比の最低値、最高値及び平均値は、４試料以上からセシウム134が検出された市町村のみ計算した。

下越・佐渡地
域

表Ⅵ－３　土壌から検出されたセシウム134とセシウム137の関係

（単位：Bq/kg乾）

地域 採取地点
24年度 25年度 セシウム比

 

 

･土壌試料の取

り違えがあった

と判断したこと

による訂正 
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平成 24～28 年度 県内全域バックグラウンド調査結果 新旧対照表（3/3） 

※修正部は赤字下線とした。 

新 旧 備考 

-p57-（訂正箇所のみ抜粋） 

採 取 地 点 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 最低値 最高値 平均値

胎 内 市    4.9    4.1    5.5    5.6    5.9    4.1    5.9    5.2

関 川 村    0    0    0    0    0    0    0    0

阿 賀 野 市    0.81    0    0    2.2    0.90    0    2.2    0.78

阿 賀 町    2.0    1.6    1.4    0.080    1.1    0.080    2.0    1.2

五 泉 市    0    0    0    0    2.0    0    2.0    0.40

平 均 値    1.6    2.1    2.1    2.2    2.2
　

（注）1 測定値は、全て平成23年3月15日時点に補正した。

      2 1F事故由来分を除くセシウム137濃度は、平成23年3月15日時点に補正した

　　　 セシウム137濃度から、同じく平成23年3月15日時点に補正したセシウム134

　　　 濃度を差し引くことにより求めた。計算結果が負になった場合、0とした。

　　　 なお、本計算においては、1F事故由来のセシウム比を1とした。

      3 検出下限値未満の値は0とした。

      4 24年度の阿賀野市と阿賀町の土壌試料は取り違えがあったと判断したため、

 　　　結果の入れ替えを行った。

表Ⅵ－４　土壌中のセシウム137（1F事故由来分を除く）

（単位：Bq/kg乾）

下
越
・
佐
渡
地
域

 

-p57-（訂正箇所のみ抜粋） 

採 取 地 点 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 最低値 最高値 平均値

胎 内 市    4.9    4.1    5.5    5.6    5.9    4.1    5.9    5.2

関 川 村    0    0    0    0    0    0    0    0

阿 賀 野 市    2.0    0    0    2.2    0.90    0    2.2    1.0

阿 賀 町    0.8    1.6    1.4    0.080    1.1    0.080    1.6    1.0

五 泉 市    0    0    0    0    2.0    0    2.0    0.40

平 均 値    1.6    2.1    2.1    2.2    2.2
　

（注）1 測定値は、全て平成23年3月15日時点に補正した。

      2 1F事故由来分を除くセシウム137濃度は、平成23年3月15日時点に補正した

　　　 セシウム137濃度から、同じく平成23年3月15日時点に補正したセシウム134

　　　 濃度を差し引くことにより求めた。計算結果が負になった場合、0とした。

　　　 なお、本計算においては、1F事故由来のセシウム比を1とした。

      3 検出下限値未満の値は0とした。

下
越
・
佐
渡
地
域

表Ⅵ－４　土壌中のセシウム137（1F事故由来分を除く）

（単位：Bq/kg乾）

 

 

･土壌試料の取

り違えがあった

と判断したこと

による訂正 

 

-p79-（訂正箇所のみ抜粋） 

付表H24-5 土壌の核種分析結果 （単位：Bq/kg乾）

54Mn 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs 144Ce
214Bi
U系列

228Ac
Th系列

7Be 40K

阿賀野市 平成24.11.16 * * * *   0.78 *   50   52 *   940

阿賀町 平成24.11.20 * * *  17  30 *   26   36 *   870

粟島浦村 平成24. 9.24 * * * *   1.9 *    1.8    5.2 *   150

（注）１　検出下限値（削除）未満は*とした。
　　　２　阿賀野市と阿賀町の土壌試料は取り違えがあったと判断したため、測定結果の入れ替えを行った。

採 取 地 点 採取年月日 備　　　考

人　工　放　射　性　核　種 自然放射性核種

 

-p79-（訂正箇所のみ抜粋） 

付表H24-5 土壌の核種分析結果 （単位：Bq/kg乾）

54Mn 58Co 60Co 131I 134Cs 137Cs 144Ce
214Bi
U系列

228Ac
Th系列

7Be 40K

阿賀野市 平成24.11.16 * * *  17  30 *   26   36 *   870

阿賀町 平成24.11.20 * * * *   0.78 *   50   52 *   940

粟島浦村 平成24. 9.24 * * * *   1.9 *    1.8    5.2 *   150

（注）　検出下限値は未満は*とした。

採 取 地 点 採取年月日

人　工　放　射　性　核　種 自然放射性核種

備　　　考

 

 

･土壌試料の取

り違えがあった

と判断したこと

による訂正 

 


